
件名 量子科学技術研究開発機構(千葉地区)付属棟屋上防水改修工事

質　問　回　答　書

令和8年7月21日

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構



No. 質問内容 回答内容

1

足場の状況が分からないため、詳しい図面や詳細を確認したい。 追加資料１を参照ください。

7

材料搬入は内部施設（エレベーター、階段等）は使用できますか？できなかった場
合、昇降階段足場は設置できますか？その組立・解体時にトラックを現場近くに搬
入出来ますか。ご教示ください。

適切な養生を行った上で、内部施設から搬入することは可能です。
トラックに関しましては高さが2.6ｍ以下でしたら現場近くにとめることは可能です。

2

事務所の設置は必要なのかどうなのか教えていただきたい。 必要であれば設置をお願いいたします。
想定設置場所は、追加資料２を参照ください。

3

内訳書で仮設一式となっているが、図面からは分かりづらく、どの位置に立てるの
か、全面にたてるのかなどの判断が難しいため、詳細が知りたい。また、足場安全
対策設置なども仮設一式に含めれば良いのか教えていただきたい。

一式の内訳は、墨出し、養生、整理清掃後片づけを見込んでいます。
足場安全対策設置については、任意仮設なので、必要に応じて見込んでください。

4

現地調査は出来るのでしょうか？ 可能です。ただし、入構手続きが必要になるので、事前に入札説明書4.に記載の担
当部局宛てまで連絡をお願いいたします。

5

平場ウレタン塗膜防水環境対応型絶縁工法X-1水性　立上りウレタン塗膜防水
環境対応型密着工法X-2　水性とありますが、10年保証の水性ウレタン塗膜防水
はないと思われますが、何か参考材料はありますか？ご教示ください。

水性は誤記のため、標準品とします。保証は10年とします。

6

工事場所は余剰なスペースがないと思われますが、現場事務所、詰所、倉庫、トイ
レは提供していただけるのでしょうか？仮設ハウス、トイレを設置しなければいけま
せんか？

仮設事務所、トイレ等は必要であれば設置をお願いいたします。
想定設置場所は、別添資料２をご確認ください。
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8

入札説明書 22.(6)「現場代理人の工事現場における常駐を要しない期間につい
て」に関してお伺いします。発注者または監督職員と携帯電話等で常時連絡が取
れ、かつ求められた際には速やかに工事現場へ向かえる体制が確保されている場
合、着工前および施工中においても現場代理人の常駐は不要との認識でよろしい
でしょうか。

現場説明書6.（6）記載のとおりです。

9

競争参加資格確認資料（様式３）における配置予定技術者の要件として「主任技
術者は２級建築施工管理技士、またはこれと同等以上の資格を有する者であるこ
と」と記載されております。この「同等以上の資格を有する者」には、建設業法第７
条第２号ハに規定される10年以上の実務経験を有する者も含まれると解してよろし
いでしょうか。

含まれません。

10

本工事は研究施設内での施工となりますが、作業時間帯の制限や立入制限等は
ございますか。制限がある場合、その時間帯・条件についてご教示いただけます
か。工程計画および費用積算に影響するため、確認させていただきます。

作業時間は原則として、平日８：３０〜１8：００の間です。また、入構の際に手続きが必
要です。

11

平場42㎡の既存シート防水を撤去する施工が含まれておりますが、既存防水材に
アスベストが含有していないか事前調査は実施されていますか。含有が確認され
ている場合、または調査未実施の場合は、その処理方法および費用の取り扱いに
ついてご確認をお願いいたします。

事前調査は実施しており、アスベストは含有しておりません。

12

機械基礎（架台）周りの防水施工にあたり、空調等の機器をジャッキアップまたは移
動させる必要が生じる場合、その移動に要する費用は数量書に含まれています
か。含まれていない場合、別途計上すべきものとして取り扱ってよろしいでしょう
か。

ジャッキアップ費用を見込んでいます。

13

平場368㎡のうち42㎡のみ既存シート防水を撤去する仕様となっておりますが、図
面上のどのエリアが該当するかご確認いただけますか。施工計画の作成にあたり、
対象範囲を特定する必要があるため、ご教示いただきたいです。

追加資料３を参照ください。

14

立上り防水において、撤去・新設を行う部分とかぶせ工法で施工する部分が混在
する場合、その取り合い部分の端末処理（シール処理等）に係る費用は数量書に
含まれていますか。含まれていない場合の取り扱いについてご確認をお願いいた
します。

かぶせ工法に該当する箇所はありません。
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15

数量書に脱気筒５ヶ所の設置が計上されておりますが、設置位置が図面上で確認
できません。各設置位置を図面でご教示いただけますか。適切な施工計画の立案
に必要なため、よろしくお願いいたします。

契約後、監督職員と現地にて確認ください。

16

数量書にはアルミ笠木の「取り外し・再取り付け」のみ計上されておりますが、取り
外し後に笠木本体の新設が必要な箇所はありますか。既存笠木の状態によっては
再使用が困難な場合も想定されるため、新設の要否および該当箇所についてご
確認をお願いいたします。

新設が必要な箇所はありません。現地で確認していただくことも可能です。
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